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穂

台湾直航線で活躍

した「スペイン王女」

車
〓

，
【

台
湾
総
督
府

の
命
令
航
路

戦
前
、
神
戸

・
門
司
と
基
隆
を
結
ん
で
い
た
台
湾

直
航
線
は
、
大
阪
商
船
と
日
本
郵
船
が
明
治
以
来
、

遠
洋
航
路
な
み
の
優
秀
船
を
投
入
し
て
き
た
航
路
で

あ
る
。
台
湾

へ
の
基
幹
ル
ー
ト
で
あ

っ
た
こ
の
航
路

は
、
貨
客
需
要
が
多
か
っ
た
し
、
台
湾
総
督
府
の
命

令
航
路
で
あ
っ
た
か
ら
、
補
助
金
も
出
た
。

昭
和
ひ
と
け
た
時
代
に
は
、
大
阪
商
船
と
近
海
郵

船
が
各
三
隻
を
投
入
し
、
変
互
に
二
週
三
便
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
た
。　
一
九
二
〇

（昭
和
五
）
年
の
時

刻
表
を
見
る
と
、
往
航
は
神
戸
～
基
隆
間
が
三
泊
四

日
、
復
航
は
四
泊
五
日
。
出
入
港
時
間
は
両
社
同
じ

で
あ
る
。
船
賃
も
同

一
料
金
で
、　
一
等
六
十
五
円
、

甲
二
等
四
十
五
円
、
乙
二
等
二
十
八
円
、
二
等
二
十

円

（
い
ず
れ
も
神
戸
～
基
隆
間
、
食
事
付
き
）
と
な

っ
て
い
る
。
食
事
は

一
等
が
洋
食
、
二

・
二
等
が
和

食
で
、
な
か
な
か
ご
馳
走
だ

っ
た
と
い
う
。

就
航
船
は
大
阪
商
船
が
「蓬
末
丸
」
「扶
桑
丸
」
「瑞

穂
丸
」、
近
海
郵
船
が

「吉
野
丸
」
「朝
日
丸
」
「大

和
丸
」。
大
き
さ
は
八
千
～
九
千
絡
ト
ン
。
い
ず
れ

も
、
海
外
か
ら
買

っ
た
中
古
船
で
あ
る
。

北
大
西
洋
航
路
客
船

Ｏ
Ｂ
が
参
集

台
湾
直
航
線
の
歴
史
は
、　
一
八
九
六

（明
治
二
十

九
）
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
年
、
日
本
郵
船
は
貨

客
船
三
隻
を
投
入
し
、
日
清
戦
争
で
日
本
領
と
な

っ



た
台
湾
の
玄
関
日
・
基
隆
と
神
戸
を
結
ぶ
航
路
を
開

業
、
う
ち
二
隻
を
陸
軍
省
に
提
供
し
た
。
翌
年
、
こ

の
航
路
は
台
湾
総
督
府
の
命
令
航
路
に
な
り
、　
一
八

九
九

（明
治
三
十
二
）
年
か
ら
、
使
用
船
二
隻
に
よ

る
月
四
便
の
定
期
に
改
め
ら
れ
た
。

い
っ
ぼ
う
大
阪
商
船
も
、　
一
八
九
八

（明
治
三
十

一
）
年
に
、
こ
れ
も
台
湾
総
督
府
の
命
令
航
路
と
し

て
、
台
湾
直
航
線
を
含
む
五
本
の
定
期
航
路
を
開
設

し
、
直
航
練
に
投
入
す
る

「台
中
丸
」
級
三
隻
な
ど

七
隻
の
新
鋭
船
を
英
国
で
建
造
し
た
。
航
海
数
は
当

初
は
月
二
便
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
大
型
船
に
リ

プ
レ
ー
ス
さ
れ
、
月
四
～
六
便
を
維
持
し
た
。

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
台
湾
航
路
の
渡
航
客

は
次
第
に
増
加
し
、
大
阪
南
船
だ
け
で
年
間
十
万
人

を
超
え
た
。
そ
こ
で
同
社
は
、
「蓬
末
丸
」
な
ど
三

隻
を
輸
入
し
、
台
湾
直
航
線
に
張
り
付
け
た
。
対
す

る
日
本
郵
船
は
、　
一
九
二
三

（大
正
十
二
）
年
に
近

海
郵
船
会
社
を
設
立
、
台
湾
直
航
線
を
新
会
社
に
移

し
た
。
そ
し
て
大
阪
商
船
と
同
様
、
ど
日
野
丸
」
な

ど
三
輸
入
船
を
投
入
し
輸
送
力
増
強
に
つ
と
め
た
。

こ
れ
ら
六
隻
の
輸
入
船
は
、
中
古
船
と
は
い
え
、
海

運
先
進
国
の
中
堅
貨
客
船
で
あ
り
、
旅
客
設
備
も
優

れ
て
い
た
た
め
利
用
客
に
喜
ば
れ
た
。

六
隻
の
う
ち
、
「扶
桑
丸
」
「瑞
穂
丸
」
「朝
日
丸
」

「大
和
丸
」
の
前
身
は
、
定
期
船
時
代
の
ひ
の
き
舞

台
だ
っ
た
北
大
西
洋
航
路
の
定
期
船
で
あ
り
、
ど
Ｈ

野
丸
」
も
ド
イ
ツ
船
時
代
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
入
港

し
て
い
る
。
日
本
の
客
船
史
上
、　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヘ

行
っ
た
客
船
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
こ
と
を
思
う

と
、
こ
の
時
代
の
台
湾
直
航
線
の
就
航
船
が
い
か
に

粒
ぞ
ろ
い
で
あ
っ
た
か
、
よ
く
分
か
る
。

ピ

ニ
ロ
ス
の
工
女
と
王
子

六
隻
の
輸
入
貨
客
船
は
そ
れ
ぞ
れ
面
白
い
前
歴
を

持
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
中
か
ら
、
「瑞
穂

丸
」
（み
ず
ほ
ま
る
）
を
紹
介
し
よ
う
。

同
船
の
前
身
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
ビ
ニ
ロ
ス
，
ラ
イ

ン
の
北
大
西
洋
航
路
客
船

「イ
ン
フ
ァ
ン
タ
・
イ
サ

ベ
ー
ル
」
（イ
サ
ベ
ー
ル
ニ
女
）
で
あ
る
。

ビ
ニ
ロ
ス
・
ラ
イ
ン
は
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ピ
ユ
ロ

ス
が

一
八
八
五

（明
治
十
八
）
年
に
カ
ジ
ス
に
設
立

し
た
船
会
社
で
あ
る
。
創
業
は
日
本
郵
船
と
同
年
で

あ
る
が
、
七
十
余
年
前
に
消
滅
し
、
今
は
存
在
し
な

い
。
社
旗
と
フ
ァ
ン
ネ
ル
マ
ー
ク
は
、
白
地
に
赤
の

ギ
リ
シ
ア
十
字
で
あ
っ
た
。

「イ
ン
フ
ァ
ン
タ
・
イ
サ
ベ
ー
ル
」
は
、　
一
九

一
二

（明
治
四
十
五
）
年
に
英
国
ラ
ッ
セ
ル
社
で
誕
生
し

た
。
郵
船
の
Ｔ
ク
ラ
ス
貨
物
船
の
お
手
本
に
な
っ
た

「徳
鳥
丸
」
（パ
ナ
マ
運
河
を
通
過
し
た
日
本
船
第

一
船
）
を
建
造
し
た
造
船
所
で
あ
る
。
同
型
船
に
南

米
航
路
の
「プ
リ
ン
シ
ペ
・
デ

・
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
」

（ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
王
子
）
が
あ
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
は
欧
州
屈
指
の
造
船
国
で
あ
る
が
、
こ

の
二
船
は
同
国
が
英
国
で
新
造
し
た
最
後
の
客
船
と

な
っ
た
。
そ
し
て
両
船
は
、
半
世
紀
に
み
た
な
い
ピ

ユ
ロ
ス
・
ラ
イ
ン
の
歴
史
上
、
最
大
の
船
で
も
あ
っ

た
。
同
社
の
看
板
客
船
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「イ
ン
フ
ア
ン
タ

・
イ
サ
ベ
ー
ル
」
の
竣
工
時
の
旅

客
定
員
は
、　
一
等
百
四
十
四
名
、
二
等
百
五
十
名
、

二
等
千
七
百
五
十
名
。
「瑞
穂
丸
」
時
代
よ
り
は
る

か
に
多
い
。
と
く
に
二
等
定
員
が
大
き
い
が
、
こ
れ

は
移
民
用
の
ス
テ
ィ
ア
リ
ッ
ジ
で
あ
っ
た
。

一
九

一
二
年
の
夏
に
完
成
し
た
同
船
は
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
～
カ
ジ
ス
～
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路
に
張
り
付
い

た
。
が
、
こ
の
船
は
誕
生
し
た
時
期
が
悪
か
っ
た
。

ま
も
な
く
第

一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
混
乱
の
な

か
で
移
民
需
要
も
な
く
な
っ
た
。

大
戦
後
は
、
ス
ペ
イ
ン
～
キ
ュ
ー
バ
～
メ
キ
シ
コ

湾
諸
港
航
路
に
就
航
し
た
。
そ
の
後
、
僚
船
の

「プ

リ
ン
シ
ペ
・
デ

・
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
」
が
海
難
で
失

わ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
ピ
ニ
ロ
ス
・
ラ
イ
ン
の
経

営
が
悪
化
し
、
最
終
的
に
は
会
社
が
消
滅
。
同
船
は

紆
余
曲
折
の
の
ち
、　
一
九
二
六

（大
正
十
五
）
年
に

大
阪
商
船
の
手
に
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

「瑞
穂
丸
」
が
台
湾
直
航
線
で
稼
働
し
た
の
は
、
十

年
余
り
。
日
華
事
変
で
は
陸
軍
病
院
船
と
な
り
、
大

平
洋
戦
争
中
は
陸
軍
が
徴
用
。　
一
九
四
四

（昭
和
十

九
）
年
九
月
、
ル
ソ
ン
島
沖
で
米
潜
水
艦
の
雷
撃
を

受
け
、
開
拓
勤
務
隊
員

・
乗
組
員
約
千
四
百
人
と
と

も
に
海
底
に
没
し
た
。

（山
口
　
砲
生
）
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